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今年の３月は、昨年までと大きく異なる学校生活でした。2月に高校入試一般選抜が実施されたことで授業日

が増えました。さらに、これまで学んだ国語・数学・英語の基礎基本的な内容の理解度を確認すること及び学習

の個別最適化を進めるために、3月から１・２学年にも導入したスタディサプリの到達度

テストを実施し、その結果を踏まえた個別課題が配信されました。このシステムをこれか

ら卒業するまで使用するので、まずは早く使ってみましょう。早く行動すれば、失敗もた

くさんできるので精神的に楽に始められますよ。 

終業式でも触れられましたが、卒業した44回生は、新しいことにチャレンジしながら

成長した学年だったと思います。学ぶ姿勢と学力の伸びそして何より学校生活での生き生

きとした表情を見て本当にそう思いました。18日（火）に行われた「卒業生から、在校生へ向けたメッセージ

発表会」では、卒業生の代表者が自分の反省点等を含めた経験をもとに話をしてくれました。後輩に伝えたい内

容を考え、聞きやすい文章をつくり、体育館のステージ上から多くの皆さんに対して話すのは、私たち教員でも

大変な労力です。文化発表会の挨拶を逃げ出したくなる委員長の気持ちもわかります（笑）。そのような労力を

使って発表してくれた卒業生へ感謝し、頂いたアドバイスをもとに自分なりの行動を考えて早く試しましょう。

自分には合わないと判断し、次の行動に繋げることも大事なことです。 

今年1月に行われた箱根駅伝に関東学生連合で出場した東京大学大学院生の古川大晃さんは、陸上競技を続

けながら熊本県立八代高校から一浪して熊本大学に入学し、大学院は九州大、大学院博士課程で東京大学大学院

に進まれました。彼は「勉強と部活動の両方に全力を注ぐことを、僕はお勧めします。どちらかに絞らなくても

いい。僕自身はまだ両立できているとは胸を張って言えないですが、文武の両輪を回すこ

とができなくても、状況に応じて集中する分野に打ち込めばいいのではないでしょうか。」

と言われています。文武両道を目指して得られることは人それぞれですが、何事にも真剣

に向き合ってこそ何かが得られるのだと思います。 

さて、4月から高校2、3年生になります。学年やクラスが変わるこの時期は、環境が

変わるので不安が多くピンチに感じますが、今までを変える大きなチャンスです。私も、

このままではダメだと気づいていながら、途中から始める「きっかけ」を探してズルズルと時間が経っていた頃

があります。しかし、環境が変化する中で今まで周囲にいた人のふとした行動に気づき、その人に近づきたいと

強く思い努力を始めた時期があります。人の出会いは一期一会ですが、同じ人に出会っても感じる内容は自分の

状況により異なります。著名な人の人生を変えた本人に出会えなくても、すでに出会っている人や環境から何か

を感じ、自ら行動することで似たような経験をすることもできると思います。 

最後に、お世話になった先生方が異動されます。終業式等でのメッセージや思いをしっかりと心に残しておき

ましょう。そして、4月に来る新たな先生方の思いに応えられるような気持ちの準備もしておきましょう。しか

し、新しい先生方が来ても新しい先輩方は来ません。自分がその立場になる自覚をしっかりと高めて新学期を迎

える準備を進めてください。1日のリズムをバランスよく行うのも大事ですが、自分で考えた長時間の取り組み

を連続で行える春休みのこの時期は貴重ですよ。皆さんの成長を楽しみにしています。 
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２月28日、３年生の交通委員から、44回生の卒業にあたって日ごろの感謝を込めて、スクールバスを運行し

てくださっている長崎バスの乗務員の方へ花束を贈呈させていただきました。 

 

 

校内競技大会 

3 月10日、校内競技大会が行われました。サッカー、バスケット、バレーボールの各競技が行われ、選手が

不足しているチームには教員も参加するなどして激しい戦いが繰り広げられました。 

大会の結果は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

文理探究科 

長崎北陽台高校スクールバス乗務員の方への花束贈呈式 

サッカー男子 

１位：２年６組 

２位２年２組A 

 

サッカー女子 

１位：２年１組 

２位２年３組 

 バスケット男子 

１位：２年４組 

２位２年７組 

 

バスケット女子 

１位：２年２組 

２位２年４組 

 バレー男子 

１位：２年４組 

２位２年５組 

 

バレー女子 

１位：１年６組 

２位１年３組 

 

校内競技大会 
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３月13日、生徒会執行部30名が「『住み続けたい！』長与町になるために」をテーマとしたワークショップ

に参加しました。これは、日本の総人口が減少する中、長与町でも進学や就職など、若い世代を中心として大幅

な転出超過に加えて、出生数が減少している現状もふまえて、これからの長与町が活気のあるまちとして発展し

ていくためにはどのようなことができるかを考える内容でした。生徒たちは４つの班にわかれてそれぞれの想い

を語り、充実した時間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 月 18 日、国公立大学の合格を見事勝ち取り、進路を実現した 44 回生の卒業生から、在校生へ向けたメッ

セージ発表会が行われました。３年間の高校生活を振り返り、部活動と学習の両立に向けた工夫、大学受験の心

構えから、本格的な受験期に入ってからの学習方法まで、具体的なアドバイスがありました。アドバイスの中で

は、基礎基本を固めた上で「考える演習」の必要性や、十分な睡眠を確保し授業に集中することが効果的な学習

に繋がるとの指摘もあり、在校生が熱心に聴き入る姿がありました。 

 

 

 

 

 

 

長与町役場主催のワークショップ参加 

卒業生から在校生へのメッセージ発表会 
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3 月22日、文化発表会が行われました。今年度は「青春謳歌～今こそ伝説を創るとき～」をテーマとし、ク

ラス、文化部、有志を中心に素晴らしい発表を披露しました。当日は保護者をはじめと多くの方に来ていただき

ました。お忙しい中、ご来校いただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化発表会 
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「令和６年度 文理探究科１回生 探究活動発表会」 

  令和７年３月６日（木）に本校の文理探究科１回生（２年生）が探究活動発表会を行いました。 
理数探究の１３グループ、国際探究の６グループがそれぞれ興味を持った問い、テーマのもと１年間の探究活動を行って
きました。 
 どのグループも何度も実験を繰り返したり、街頭やインターネットを活用したアンケート調査を行ったりと創意工夫を凝
らして研究に取り組みました。いずれも中間発表から推敲された内容で、国際探究は英語で発表を行うなど本発表に向
けて研究も深まったようでした。 

「令和６年度 第１学年文理探究科 長崎外国語大学研修発表会」 

令和７年３月１２日（水）に本校の文理探究科１年生が長崎外国語大学にて探究活動の発表会を行いました。 
ドイツ語、フランス語、韓国語、中国語の４つの言語に分かれ、日本や各国が抱える社会問題や文化の違いについて半
年をかけて研究を行ってきました。 
データを読み取り、鋭い視点での分析や新しい提案など非常に興味深い研究が多数あり、次年度の本格的な探究に
向けて意欲が高まったようでした。 

 

  

 

 

 

文理探究科 
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種はどこまで成長したのか 

第１学年 下條 尚子 

寒暖差の激しい３月、桜のつぼみも膨らみ始めました。昨年入学式直前のオリエンテーションを思い出します。

緊張感溢れる中、生徒の皆さんを歓迎していたのは満開の桜でした。本校で２度目の桜の季節、節目の時です。 

高校生活への適応に注力された１年生、学習面、生活面、様々に成長が見られる１年間でした。学習面では、

深化する授業や課題に多くの生徒が熱心に取り組み、成果を上げました。学年全体で国語を中心に学力の向上を

記録しています。先日、県立高校長を歴任され、現在ベネッセコーポレーション九州支社顧問の田川祐治様を講

師にお招きし、進路講演会を実施しました。田川先生はご講演の中で、楽しさを得るために苦労すること、目標

達成へ向けて執念と共に努力することの大切さを説いてくださいました。田川先生の「夢は逃げない、逃げるの

は自分だ」という言葉が印象的でした。進路実現は容易なことではありません。新年度を目前に、授業進行がゆ

るやかになっている今こそ、振り返りの期間です。部活動においても、現在先輩を支え主力としても活動する姿

が見られ、立派な長崎北陽台生の一員です。様々な場面で活動の成果を目にしました。新１年生を迎える準備は

整いつつあります。学習と部活動の両立には苦労が伴いますが、多くの生徒がそれぞれの楽しみを見つけ活躍し、

要領よく学習を進める方法を見つけています。生徒会活動に熱心な生徒の姿も有り、周囲への貢献も目にするよ

うになりました。文化発表会は今年度最後にクラスでの友好を深める大事な機会となっています。 

先日学年集会を開催しました。学年団教員が一言ずつ挨拶をし、次年度へ向けて激励の思いを伝えました。生

徒の皆さんには、振り返りとして漢字一文字で１年間を表してもらいましたが、皆さんの漢字は多岐に渡り、楽

しさを表現する人、辛さを表現する人、時間が進む早さを表現する人など、思いが伝わってきました。加えて、

学年のスローガン、「Bear your own fruit, and give it to others. ～結実せよ、貢献せよ～」にちなみ、自身

の成長した姿を種まき後の様子で描いてもらいました。土の中の種のままの人、芽吹いた双葉を描いた人、早々

に実りの様子を描いた人、それぞれでした。大人へ向けて、これからも自分を一層成長させてほしいと願ってい

ます。 

保護者の皆さま、この１年間お子様に寄り添っていただき有難うございました。どんな時も味方となり、見守

ってくださったことに感謝申し上げます。おかげさまで、学校で元気に頑張る姿を目にできました。次年度も引

き続きご支援をよろしくお願いいたします。 

 

  

↓

進
路
講
演
会
の
様
子
で
す
。 

 

各学年より 
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１年間お疲れ様でした 

２学年 山口 貴明 

45回生の皆さん、2024年度、１年間お疲れ様でした。 

どんな１年間だったでしょうか？最後の学年集会でも話をしましたが、自分のこの１年間を振り返り、よかっ

たこと、成長したこと、はたまたダメだったところ、ちゃんと分析して次年度につなげましょう。 

今年度はとにかく行事がたくさんありました。代表的なものとしては、やはり海外修学旅行でしょうか。出発

からいろいろありましたねぇ…前にも書いたので割愛いたします。このように行事に強いのはこの学年のいいと

ころだと思います。何にでも熱心に取り組む姿勢は長所です。あとは学習にも同じ熱量で臨みましょう。 

さて、いよいよ最終学年を迎えます。どんな１年にしますか？これも学年集会で述べましたが、最後卒業する

時に「ありがとうございました」と言って終われる１年にしてほしい。そう願っています。最後の１年間も、い

いことも悪いこともたくさん待ち受けているでしょう。どれも君たちの成長には欠かせないものです。すべてを

受け止め、乗り越える覚悟を持って３年生になりましょう。 

クラスも新しくなります。どんな編成になっても「今いる環境がベスト」と言えるクラスに自分たちでしてい

くことが大事です。クラスのことだけでなく、これから先の人生においても同じです。自分たちの力でいいもの

作っていく、という気概を持ってください。 

さあ、すぐに３年生が始まります。2025年度を迎え撃つ準備をしてください。 

 

 

 

 

【ラグビー部】 

埼玉県熊谷市で開催された第 26回全国高等学校選抜 

ラグビーフットボール大会に出場しました。 

 ３月14日に本校体育館で壮行会を行いました。 

 
１回戦 ３月23日 対 秋田工業高校 50 - 12 勝利！ 

２回戦 ３月25日 対 京都成章高校 12 - 41 惜敗 

 

 

 

 

 

 

部活動 がんばってます 

【野球部】 

第156回九州地区高等学校野球長崎県大会に出場しています。 

１回戦 ３月25日  

対 長崎総合科学大附属高校 ７－４ 勝利！ 

２回戦 ３月28日（予定） 対 長崎西高校 
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４月の主な行事予定 

 

１日（火） 新クラス発表（8:30～） 

  ２日（水） 第2回合格者オリエンテーション（8:30～12:00） 

  ８日（火） 大掃除 新任式 始業式 入学式 

  ９日（水） 到達度テスト・写真撮影・体育服販売（1年） 

        導入期指導（1年 ～11日） 

 １０日（木） 個人面談（～18日） 

１１日（金） 文理探究科対面式 

 １６日（水） 部活動編成（放課後） 

２４日（木） スポーツテスト・身体測定 

 ２５日（金） 歓迎式  学級写真撮影（２・３年） 

 ２８日（月） 探究活動校内発表大会 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

３月26日 在日ポルトガル大使館より、 

本校図書館へポルトガル関連書籍をいただきました。 


